
ワークショップの進め方について

資料４第２回 九州圏における地域の存続・再生に関する調査検討委員会



・



１ ワークショップの運営方針

２ ワークショップの目的とシナリオ

３ ワークショップの内容

目 次

・・・・・・ 1

・・・・・・ 2

・・・・・・ 3



・



１ ワークショップの運営方針

【ワークショップの開催回数】
・ワークショップは3回を予定し、「集落点検」と、「集落元気づくり」の検討を行う。

【ワークショップの参加者】
・ワークショップの参加者は集落の住民と、必要に応じて外部からの支援者（他出者、学識者、地元事業者、

NPO、行政等）も含めて実施する。

【ワークショップ開催の留意点】
・ワークショップ開催にあたっては毎回目的を参加者に伝えてから開始する。
・円滑な話し合いのため、適時参加者を５～８名の小グループに分ける。
・世帯代表だけでなく、女性、子供も楽しく参加できるよう配慮する。
・ワークショップはその都度完結することに留意し、途中からの参加がしやすいよう配慮するほか、毎回の

結果を参加者同士が共有しあえるよう、成果の発表（フィードバック）を行う。
・ワークショップの最後に参加者へのアンケート調査を実施し、内容の補足、次回のワークショップ開催に

向けた情報を収集する。

第1回 現状の問題を見てみよう
世帯毎の家族構成・後継者（他出者含む）や集落の資源を把握することで集落の現状を共有

第2回 自分たちの１０年後を考えてみよう
10年後の集落の姿を考え、集落の問題・課題の抽出と取組の話し合い

第3回 集落の未来について語ろう
集落の問題・課題を解決するための集落元気づくりの具体化

ワークショップの開催テーマ
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２ ワークショップの目的とシナリオ

・ ワークショップは集落の「安心」と「元気」についてその現状・将来の姿から今後の取組（外部支援含）について話し合う

・ 具体的取組の話し合いでは、集落内人材・資源で不足する場合は期待される外部人材・資源について話し合う

第1回 現状の問題を見てみよう
今
を
知
る

○集落の人口構成
(世帯の個票から
人口ピラミッドを作成)

○発生している問題
や不安
(自己紹介カード)

10
年
後
を
知
る

○10年後の人口

（人口ピラミッド）
○発生している問題

の変化を考える
（将来マップ）

元 気

○集落にあるお宝→
資源
（集落現況マップ）

○今後やりたいこと
(自己紹介カード)

第2回 自分たちの１０年後を考えてみよう

○地域資源の活用の
知恵や技術
（自己紹介カード）

○今後出来ること
(自己紹介カード)

○集落の元気を再生する上で実施するべき事（課題から考えられる取組）
（座談会方式で話し合い、取り組みの実現性、実現効果の高いものを優先的に選定）

10
年
後
に
向
け
て

○問題解決の取組 ○先行事例

第3回 集落の未来について語ろう
○元気づくりの取組

○取組の実現（人・場所・知恵・資機材（資金）・その他）に向けた具体的な行動計画づくり

○自分たちでできること ○外部の人との取組

安 心
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３ ワークショップの内容

第1回 現状の問題を見てみよう
【目 的】
・集落の課題を導き出すため、集落の現状（人口、資源や集落維持における懸念事項）をまとめ、集落の現状
を参加者全員で共有する。

・世帯毎の現状（世帯構成、他出者、後継者の有無）を把握し、集落の将来人口について考える。

①開会挨拶
②ワークショップの目的(趣旨)の説明
③自己紹介

(不安、やりたいこと、自慢等)
④集落の人口構成を知る。

集落カード（集落全世帯の情報を家
ごとにまとめたカルテ）から世代ごと
の人口ピラミッドを作成

⑤集落現況マップの作成
高齢者世帯、Iターン世帯、空き家、
耕作放棄地、鳥獣被害箇所、一人暮ら
し世帯、親密別居、疎遠別居等の情報
を記入

⑥集落のお宝地図の作成
神楽、共有林、郷土料理、食材、神
社・ほこら等の集落の資源を記入

⑦成果の発表
⑧閉会挨拶 次回日程連絡等

プログラム（概ね3時間程度） 作業イメージ
人数 男 年代 女 人数 

  
101～ 

○  

 ●●●●●●●
91～100 

○○○○○○○○  

 ●●●●●●●●●●●●●

●●●
81～90 

○○○○○○○○○○○○○

○ 

 

 ●●●●●●●●●●●●●

●●●●●
71～80 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ 

 

 ●●●●●●●●●●●● 65～70 ○○○○○○○○○○○○○  

 ●●●●● 61～64 ○○○○○○○  

 ●●●●●●●●●
51～60 

○○○○○○○○○○  

 ●●●●●
41～50 

○○○○○  

 ●●●●●●●
31～40 

○○○○○  

 ●●●●●●
21～30 

○○○○○○  

 ●●●●
16～20 

○○○○  

 ●●●●●●●●
13～15 

○○○○  

 ●●●●●●●
7～12 

○○○○○○○  

 ●●
0～6 

○○  

 

人口ピラミッド作成集落カード

集落現況マップ作成自己紹介カード

ふりがな

氏名

自己紹介カード

職業

１．参加している集落活動（当てはまるものに○で囲んでください）

①自治会　②婦人会　③青年団　④消防団　⑤神楽　⑥その他（　　　　　　　　　　　　）

２．あなたの身のまわりで発生している問題や不安に感じること

３．残したい資源（活用可能な空き家、耕作放棄地、神社やほこら、また知恵や技術など）

５．あなたの特技や趣味

４．あなたが今後取り組んでみたいこと（活動やイベントなど）

集落カード個票 

 
市町村               集落名               

世帯主 氏名 

家族構成 

 

・年齢 

・同居者の働いて

いるところ 

・同居者の通って

いる学校 

・別居者の住所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●：男 ○：女 
同居 している   していない 

親密（1ヶ月に 1回帰り、頻繁な連絡有り） 

疎遠（盆・正月しか帰らず、頻繁な連絡無し） 

住所 

住居      自家     借家 

農業の手伝い  定期的に行っている  行っていない 

後継者 

別居

定年後     戻る予定   戻らない  わからない 

世帯主  歳 歳 

歳 歳 歳 歳 

歳 歳 

東京在住 
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第2回 自分たちの１０年後を考えてみよう
【目 的】
・第１回で話し合った集落の現状認識から、10年後の集落の姿をマップ上に作成し、そこから考えられる集落
の問題・課題について話し合う。

・問題・課題を項目別にとりまとめ、それに対する取り組み（集落元気づくりの取組）を話し合う。

①開会挨拶
②今回の目的説明
③第1回ワークショップの振り返り
④10年後の集落の姿を考える

10年後の人口ピラミッド・集落のマップ
を作成する。（人口・世帯推移、空き家
の増加、独居の家、耕作放棄地、共有資
産管理、鳥獣被害等を予測）

⑤将来の問題・課題と取組の話し合い
（座談会）

10年後の集落の姿から、集落における問

題・課題やそれに対応する取組について
話し合う。

※問題・課題の整理の項目としては少子・高
齢化、空き家、耕作放棄地、災害危険、
地域資源管理、UIターン・他出者の交流
等が考えられる。

⑥成果のまとめ
⑦閉会挨拶 次回日程連絡等

プログラム（概ね3時間程度） 作業イメージ

集落の問題・課題を付箋紙で記入

グループ別討議
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３ ワークショップの内容



第3回 集落の未来について語ろう
【目 的】
・第2回で話し合った集落の問題点・課題を克服するための取り組み（集落元気づくりの取組）について話し合

う。

・取り組みを行うための具体的な行動計画（体制、役割分担やスケジュール）について話し合う。

①開会挨拶
②今回の目的説明
③第2回ワークショップの振り返り
④集落元気づくりの中心的取組について
※抽出した取組毎にグループ分け
⑤取組の具体化・役割分担
※取り組みは、その内容、活動主体、時
期、必要となる資源・資金等記載

※集落からの他出者や血縁、支援組織等
外部からの支援の役割も検討する。

⑥成果の発表
⑦閉会挨拶

プログラム（概ね3時間程度） 作業イメージ

定期的な朝市の開催
空き家の活用

集落資源活用による
都市住民交流

祭事・芸能の復興

農地や山林の荒廃防止

集落元気づくり取組イメージ支援者も含めて議論

実現への課題
整理を通して、
外部からの支
援の役割も検討
する

取組項目 取組の詳細 自分たちですること 

人・組織 祭開催に向けた話し合い 
当日の運営者の確保 

開催に向けた話し合い 
祭り運営（10 名） 

場所 

○○川の広場 
○○小学校跡地 

会場の設営（青年会） 
○○川（鮎つかみ取り） 
○○小（神楽・体験・ふるま

い） 
資機材（資

金） 
テント、 
鮎、ゆず 

○○小学校から借用 
鮎・ゆずの調達（JA○○） 

知恵 

郷土料理の復活、 
 
神楽披露・体験 

○○さんが中心にメニュー

を立案（婦人会） 
神楽の会による舞（神楽保存

会） 
情報発信 手紙、道の駅、呼びかけ 各自知り合いを誘う（住民） 
その他   

取組の具体化・役割分担のイメージ（例：ふるさと祭りの開催）
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３ ワークショップの内容


